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学校訪問の様子を公開しています 教育長や教育委員会の職員が訪問した学校の様子を随時区ホームページで公開してい
ます。ぜひご覧ください。スマートフォン・携帯電話で読み取り、区ホームページへ

▽問合＝教育総務課庶務係
☎3579‐2603

「いたばし学び支援プラン2025」を策定しました

戦略的視点（取組における視点） 主要事業（４つの柱）

　区教育委員会では、「板橋区教育ビジョン2025」の実現に向けた
第３期（最終）実施計画として、「いたばし学び支援プラン2025」を策
定しました。社会の動向や教育の現状、取り組むべき課題を踏ま
え、2022（令和 ４ ）年度から2025（令和 ７ ）年度までの ４年間に取り組
む内容を示したもので、これに基づいて各事業を実施していきます。

「いたばし学び支援プラン2025」の概要として、３つの戦略的視点（取組
における視点）、主要事業（４つの柱）、９つの重点施策をホームページに
て紹介しています。ぜひご覧ください。

４年間のめざす方向

問　合 教育総務課計画係 ☎3579-2639

◉�生涯にわたり、学びたい時にいつでも、ど
こででも学習機会を選択できる地域社会の
実現をめざします。

◉�地域一体となって子どもたちを育む「地域と
ともにある学校」の実現を通じて、具体的な
成果へと結びつけていくことをめざします。

◉�教職員が心身の健康保持と、誇りとやりがい
を持ちながら教育活動に従事するため、学校
における働き方改革に取り組みます。

◉�幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続、
義務教育の９年間を通した教育を行うこと
で、これからの社会で活躍できる力をもっ
た子どもたちを育成していきます。

　一人一台端末と、高速大容量の通信ネットワ
ークを一体的に整備することで、多様な子ども
たちを誰一人取り残すことなく、個別最適な学
び、協働的な学びを実現します。
■関連する取組
〇オンライン授業配信
　板書と電子黒板を使った授業を教室から配信
することで、自宅や別室からも授業に参加可能
となります。端末を通じて発言をしたり、意見
の共有や質疑を行うなど双方向のやり取りを行
っています。

　地球規模の課題を自分のこととして捉え、持
続可能な社会を創造していく学習を進めます。 
■関連する取組
 〇  ビオトープを中心とした環境教育
　区内には、生物が自然な状態で生息する空間
である「ビオトープ」を学校敷地内に設置してい
る学校があります。生き物が出入りしやすいよ
うに整備することで、「生き物を探す学習」、

「生き物が住みやすい環境に関する学習」など、
ビオトープを中心とした環境教育を行っていま
す。

GIGAスクール構想の実現

ESD（Education�for�Sustainable�Development）

学びの循環

　幼児期から小学校、中学校と継続したつながりのある教育を提供します。
■関連する取組
〇アプローチカリキュラム・スタートカリキュラムの推進
　子どもたちが小学校入学後も安心して学校生活に適応できる環境を整えるため、「ア
プローチカリキュラム」、「スタートカリキュラム」に取り組んでいます。指導の工夫や
弾力的な時間割の設定などを行うことで、幼児期の教育からの円滑な接続を図っていま
す。
〇 「板橋のｉカリキュラム」の作成・実践
　義務教育９年間を通した指導計画として「板橋のｉカリキュラム」を作成しています。
区立小・中学校全教員で共有することで、小学校と中学校をつなぎ、小中一貫教育を推
進していきます。

保幼小接続・小中一貫教育の推進

板橋区コミュニティ・スクール（iCS）の推進　

　板橋区コミュニティ・スクール（iCS）は「コミュニティ・スクール委員会」と「学校支援
地域本部」を両輪・協働の関係で運営する仕組みです。学校を取り巻く課題について、
地域一体となって子どもたちを育む「地域とともにある学校」の実現を通じて、具体的な
成果へと結びつけることをめざしています。
■区立小・中学校iCSの取組例
〇蓮根第二小学校の取組

■学校における働き方改革とは
　教職員の日々の生活の質や人生を豊かにすることで人間性を高め、児童・生徒へ向き
合う時間を確保し、質の高い教育を継続的に行うことができる状況をつくり出します。

　生涯にわたり、世代を超えた地域の人々が、つながり、かかわり合うための居場所づ
くりを進めます。
■関連する取組
　板橋第三中学校では不登校生徒のために、SBS（Step by Stepの略）という教室とは別
の登校場所を設けています。SBSでは、教科書や様々な図書が用意されています。生徒
は教職員やNPOのボランティアと一緒に興味・関心があることをしながら時間を過ご
すことができます。また、一人一台端末を利用し、双方向型の遠隔授業に参加すること
もできます。

　蓮根第二小学校の学校支援地域本部の活動の一つであ
る「おはなし会」は、読み聞かせと図書室整備を行ってい
ます。読み聞かせでは、学校生活を送る子どもたちが自
由におはなしの世界を楽しめるように…。そんな思いも
込めて、読み手も心豊かな時間を過ごしています。

　学びを一過性のものにせず、地域の課題解決
につなげ、互いに学び合う活動を支援します。
■関連する取組
〇 中高生・若者支援の拡充と活性化
 　生涯学習センター内にある「i-youth（あい・
ゆーす）」では、利用者である中高生・若者の自
己実現に向けた活動の支援を行っており、「ダ
ンスフェスタ」など中高生・若者が主体的に企
画・運営に参画したイベントを実施しています。

学校における働き方改革

誰一人取り残さないための居場所づくり
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教育委員会の傍聴 区教育委員会は、毎月２回定例会を開催しており、傍聴することができます。開催の日時、傍聴の
手続きについては、お問い合わせください。また、過去の議事録はホームページでご覧になれます。

▽問合＝教育総務課庶務係
☎3579‐2603

令 和４年 度 教 育 予 算 の 概 要をお 知らせします

図１
予算額 構成比

教育総務費 ４2億４,100万円 15.8%
小学校費 99億9,200万円 ３７.2%
中学校費 ４４億8,７00万円 16.７%
幼稚園費 28億３,３00万円 10.6%
社会教育費 52億9,３00万円 19.７%
合計 268億４,600万円 100.0%

図２　歳出予算構成比
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問　合 教育総務課計画係  ☎3579-2639

　令和４年度は区一般会計予算2,297億9,000
万円の11.7％にあたる268億4,600万円の教育
予算を編成しました。
　今年度は新たな４年間のスタートとなる

「いたばし学び支援プラン2025」を中心に区が
めざす将来像である「教育の板橋」の実現に向
けた事業展開をしていきます。主な事業は以
下のとおりです。
■確かな学力の定着向上（重点施策１）
� 26億３,000万円
　GIGAスクール構想の推進に伴うICT環境
の適切な維持と活用、児童・生徒の読み解く
力の育成を通した学力向上、読書活動を活性
化させるための学校図書館の充実、小学校外
国語科担任制の充実を図るための英語教育の
充実など、これからの社会を生き抜くための
確かな学力の定着・向上を図ります。
■誰もが希望する質の高い教育を受けられる
環境の整備（重点施策４）� 1億７,2３9万円
　特別な支援を要する児童・生徒に向けた指
導・支援を充実させる事業、不登校児童・生
徒への支援、外国籍児童・生徒への日本語初
期指導などを実施し、誰一人取り残されるこ
となく、子どもの学びを保障する教育環境を

確保します。また、学習をきっかけに新たな
居場所を提供する中高生勉強会「学び ｉ（あ
い）プレイス」の開催や、児童・生徒へ向き合
う時間を確保し、質の高い教育を継続的に行
うための「学校における働き方改革」など、子
どもたちの学びを保障する教育環境の整備を
進めていきます。
■安心・安全な教育の推進と学校環境の整備
（重点施策６）� 59億8,581万円
　上板橋第一中学校、志村小学校・志村第四
中学校の改築に向けた設計作業をはじめ、校
舎トイレの改修、学校施設の照明LED化、学
校施設のバリアフリー化など、良好な教育環
境の整備を計画的に行います。また、放課後
における安心・安全で気兼ねなく過ごせる居
場所として、あいキッズを運営していきます。
■生涯学習社会へ向けた取組の充実（重点施
策８）� 6,629万円
　 学 び は 、 生 涯 つ づ く も の で す 。 令 和 ３
（2021）年３月にリニューアルオープンした中
央図書館をはじめ、社会教育施設を生かし、
利用者の年代やニーズに沿った学びを深める
読書環境の整備・充実を進めます。区立図書
館では、すべての世代にいつでも読書機会を

提供する電子図書館など新しいツールを取り
入れ、サービス向上を図ります。また、絵本
文化を地域に提供し、絵本を通じて世界とつ
ながる文化的で創造的な取組を行います。
　そのほか、旧粕谷家住宅など、区として貴
重な文化財を確実に保存し、次世代に引き継
ぎながら、適切・効果的な活用により、区の
魅力を高める事業を進めていきます。

　教育委員会では、緊急時の連絡の迅速性を確保、緊急時以外の教
育委員会事務局・学校（園）から保護者への連絡を円滑にするため、

「板橋区立学校等緊急連絡・お知らせ配信システム」を運営していま
す。（板橋区学校等緊急連絡メールから名称を変更しています。）区
立学校（園）の管理者や教育委員会から、システムに登録した保護者
の皆様へ緊急情報等を配信しています。
　登録対象者は、区立学校（園）に通う児童、生徒、園児の保護者及
びその関係者とします。
　詳しくは各学校（園）から配布される今年度の『学校等緊急連絡・
お知らせ配信システム登録手順書』をご覧ください。

「板橋区立学校等緊急連絡・
お知らせ配信システムの登録について」

問　合 教育総務課庶務係 ☎3579-2603

学�校�名 日�程�（�予�定�） 電��話 その他

都立葛飾盲学校

6月6日（月）～6月10日（金），
9月9日（金），9月12日（月）～9月15
日（木）
◆受付時間：9：３0～�
※感染症の状況により定員制とさせ
ていただきます。

３60４-6４３5
学校公開週間として開催します。1日
につき50分間の授業公開と予約制によ
る教育相談を行います。

都立大塚ろう学校
（大塚本校）

7月2日（土），10月28日（金）
◆受付時間は未定
※入学・転学を考えているご家庭が
対象です。

３918-３３４７
申込方法や詳細は、HPでご確認くださ
い。就学前のお子さんの相談は随時受
け付けています。

都立葛飾ろう学校 6月11日（土）　◆受付時間：希望者に対し個別連絡
TEL�３606-0121
FAX�569７-02７5

感染症対策のため、詳細は決定次第HP
に掲載します。

都立北
特別支援学校

6月10日（金），10月19日（水）　
◆受付時間：全日9：10～ ３906-2３21 申込方法などはHPでご確認ください。

都立志村学園
・学科説明会　年間20回
以下の説明会も予定しています。
・教員向け説明会　・専門教科体験
・部活動体験　　　・部活動見学

３9３1-2３2３
0７0-6４４8-３168
（相談支援部直通）

日程等の詳細は5月上旬にHPに掲載し
ます。

都立高島
特別支援学校

6月2日（木），7月8日（金），9月22日
（木），10月３1日（月），令和5年2月28
日（火）
◆受付時間：全日9：20～
参加対象：回によって異なります。
定員：各回３0名までの予定

TEL�３9３8-0４15
FAX�３9３8-0４20

〈担当〉副校長もし
くは特別支援教育
コーディネーター

HPより電子申請システムにて、または
はがきにてお申込みください。参加対
象等の詳細は、HPをご確認ください。

都立王子
特別支援学校

6月9日（木）,11月2日（水）
♦受付時間は未定 ３909-8７７７ 詳細は各実施日の1ヶ月前頃にHPに掲

載します。

都立板橋
特別支援学校

6月16日（木），11月15日（火）　
◆受付時間は未定 5３98-1221 時間等の詳細は、実施日1ヶ月前頃に

HPにてお知らせします。

筑波大学附属桐が
丘特別支援学校

5月10日（火）�，6月1４日（火）�，7月
12日（火）�，9月6日（火）
♦受付時間：全日10：20～

３958-0181
小学部体験授業：10月20日、2７日
中学部授業見学：10月6日、7日
高等部授業見学：10月1３日、1４日
詳細はHPでご確認ください。

特別支援学校　学校公開予定日一覧

※詳細につきましては、各特別支援学校へお問合せください。
なお、日程については、変更になる場合があります。

教育委員が新たに任命されました

問　合 教育総務課庶務係 ☎3579-2603

【教育委員】

野
の

田
だ

 義
よ し

博
ひ ろ

（新任）
任期：令和4年4月1日から令和8年3月31日

問　合
学務課学事係 
☎3579-2611

　区教育委員会では、住所
ごとに入学する学校が指定
される通学区域を定め、通
学区域の学校を入学予定校
としてお知らせします。通
学区域の学校へ入学する場
合は、手続きなしで優先し
て入学できます。
　理由があって、通学区域
外の学校へ入学を希望する
場 合 は、 手 続 き が 必 要 で
す。希望できる学校の範囲
や申請方法については、9
月上旬に配付する案内冊子
をご覧ください。

来年度の入学のスケジュール
案内冊子の配付【9月上旬】

小学校抽選
【10月中旬】

中学校抽選
【11月中旬】

通学
区域校へ
入学

（手続き不要）

入学予定校の変更を
希望する場合の
申込締切【9月下旬】

就学時健康診断のお知らせ
発送【10月下旬】

就学時健康診断の実施
【11月】

就・入学通知書の発送【2023年1月上旬】

入学説明会の実施
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教育広報への意見を募集します より良い広報紙作成のため、みなさんから
のご意見・ご提案を募集します。

▽提出方法＝郵送・FAX・Eメール　▽問合＝教育総務課庶務係（〒173︱８501）
☎3579‐2603　 FAX 3579‐4214　メールkyosho@city.itabashi.tokyo.jp

３校の施設整備が完了しました
～上二中改築、舟渡小・紅梅小長寿命化改修～

問　合 新しい学校づくり課 学校整備係 ☎3579-2632

　令和４年４月１日、上板橋第二中学校は、旧校舎
（小茂根一丁目２番１号）から新校舎（向原三丁目１番
12号）に移転となりました。
　新校舎は、教科ごとに専用の教室を作り、生徒が授
業の時間割に合わせて移動する教科教室型を採用して
います。
　関係性のある教科ごとに隣接している教科教室、教
科の展示物等が集められているメディアスペース、教
員が教材開発等を行う教科教員室の隣接によって、生
徒が主体的に・協働的に学習を深める空間を実現して
います。
　施設の中央部に、学校図書館とパソコン室の機能を
有する「メディアセンター」を設置することで、生徒の
移動の中心拠点とし、思い思いに本に親しめ、また、
交流できる場として多様な居場所を用意しています。
　地域の憩いの場となる「上二テラス」や「ゆとりある
遊歩道」を整備し、安全な通学路を確保するとともに
学校、地域の交流の場を設けました。
　教育施設の機能以外に、災害時にも避難所として対
応できるよう、炊き出し時を考慮し、給食室と体育館
を近接させるとともにマンホールトイレや防災備蓄倉
庫を設置し、災害の発生直後からも対応できるような
計画としました。

上板橋第二中学校の新校舎での学校生活が始まりました！！

　令和２年６月より舟渡小学校・紅梅小学校の長寿命化改修工事を
実施しておりましたが、令和４年３月に工事が完了いたしました。
　長寿命化改修工事とは、既存校舎の形状を残しつつ長期間使用す
るために必要な場所をリニューアルする工事です。
　改修内容については、コミュニティ・スクール委員会からも様々
な意見をいただきながら計画を進めてまいりました。
　舟渡小学校では、地域の方も利用できるよう学校図書館等を正門

舟渡小学校・紅梅小学校の施設リニューアルを行いました！！
付近に配置することで地域に開かれた学校をめざしました。
　紅梅小学校では、国の重要無形民俗文化財に指定されている「徳
丸北野神社田遊び」に関連した地域であるため、水田を新たに整備
し既存の畑も拡大しています。
　工事期間中は、学校運営に制限が生じ児童・保護者の皆様にご不
便ご迷惑をおかけしましたが、ご理解とご協力をいただきありがと
うございました。

上板橋第二中学校

舟渡小学校 紅梅小学校

校舎外観

校舎外観

メディアセンター 教科教室正門

校舎外観

図書室 昇降口 体育館水田
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教育に関する
広報紙

教育広報「教育の板橋」は1・4・9月に発行しております。また、奇数月に
は、「いたばし教育チャンネル」を発行し、教育委員会が行っている事業
等について情報発信しております。区ホームページでご覧いただけます。

教育広報 いたばし
教育チャンネル

▽問合＝教育総務課庶務係
☎3579‐2603

中高生勉強会「学びｉ
あい

プレイス」
～楽しく学べるもう１つの勉強場所です！～

対　象 題　名

低学年向け 「雨の日の地下トンネル」（絵本）、「きみのなまえ」（物語）ほか４8冊

中学年向け 「へいわとせんそう」（絵本）、「ごいっしょさん」（物語）ほか４8冊

高学年向け 「サステナブル・ビーチ」（物語）、「消えたレッサーパンダを追え！
警視庁「生きもの係」事件簿」（知識）ほか４8冊

学校安全ボランティア　オンライン講習会
「子どもたちの安全・安心のために、

私たちができること」

問　合 地域教育力推進課地域連携係 ☎3579-2619

　地域のボランティアの方や保護者・これから始めようと思われる
方にオンラインにて講習会を配信しますので、是非ともご視聴いた
だきますようお願いします。
　また、この機会に地域のボランティア「いたばし子ども見守り
隊」、「スクールガード」に登録いただき、子どもの安全にご協力く
ださいますようお願いいたします。

■いたばし子ども見守り隊
　散歩や買い物、外回りの掃除などを児童の登下校時間帯に合わせ
て行い、声かけなどで、児童の安全を見守ります。「できるときに
できることをする」を基本にご協力いただきます。
■スクールガード
　見守り隊の活動からさらに踏み込んで、登下校時の児童の安全確
保のために、通学路やわき道などを防犯パトロールし、犯罪に巻き
込まれることを抑止する活動を行っていただきます。
■申込（登録）
　いずれもお近くの小学校へ直接お申し出ください。随時受付して
います。

講師：一般社団法人　日本防犯学校　副学長　桜井礼子
期間：公開中～８月３１日まで
配信方法：板橋区ホームページ「チャンネルいたばし」
（YouTube）にて配信

■オンライン講習会
『子どもたちの安全・安心のために、私たちができること』

※それぞれ15分程度の動画が２本
※動画視聴にかかる通信料は、ご負担ください。※無断転載転用禁止。

「令和４年度みなさんにおすすめしたい本」
を選定しました

問　合 生涯学習課社会教育推進係 ☎3579-2633

　中高生勉強会「学びｉ（あい）プレイス」（通称「まなプレ」）は、区内
在住または在学の中学生・高校生の皆さんが気軽に無料で参加でき
る勉強会です。高校生相当年齢（概ね15歳から18歳まで）の方は、現
在、高校に在学していない方も参加できます。
　「まなプレ」では、大学生や社会人のボランティアの方々が皆さん
の勉強を優しく、楽しくサポートしてくれます。
　苦手な科目がある、勉強の仕方がわからないなど、学習での悩み
ごとも相談できます。また、大学や仕事のことなど、進路の参考に
なるお話ができる場にもなっています。
■会場や曜日を選ぶことができます
　「まなプレ」は５つの会場で開催します。各会場とも原則週１回、
令和５年３月まで開催する予定です。お住まいの地域や学校にかか
わらず、都合のよい会場や曜日を選んでご参加ください。
　複数の会場で参加することも可能です。

■事前申込は不要です
　参加希望の方は、選んだ会場の「まなプレ」開催中に、勉強したい
教材や筆記用具を持って直接いらしてください。
　初めての参加時には、スタッフがお話を伺います。参加申込書に
お名前や連絡先（電話番号やメールアドレスなど）を記入していただ
きます。
※各回とも概ね20人の定員です。その日の状況によっては参加でき
ないこともあります。
■一人ひとりのペースで勉強できます
　「まなプレ」では、一人ひとりの希望する学習内容や進度に合わせ
てサポートします。授業形式ではないので、部活などで遅くなった
り、早めに帰ったりなど、開催時間内であれば、都合に合わせて参
加することも可能です。無理せず続けて参加することが、学力アッ
プにつながります。

　会　　場 曜日 時���間 所　　在　　地
まなぽーと大原（２階　講義室１） 火 18時～20時 大原町5－18
高島平図書館（３階　視聴覚室）

水
1７時～19時 高島平３－1３－1

教育支援センター（研修室Ａ・Ｂ） 18時～20時 板橋２－66－１（区役所南館６階）
中央図書館（２階　多目的ルーム） 木 1７時～19時 常盤台４－３－１
まなぽーと成増（２階　学習室１） 金 18時～20時 成増１－12－４

※日程の変更やお休みの週もあります。詳しい開催日は、問合せまたはホームページで事前にご
確認ください。

問　合 生涯学習課文化財係 ☎3579-2636

　区立各図書館にリストと一緒に本をそろえていま
す。ぜひご利用ください。
　また、板橋区立図書館のホームページでもリスト
を公開しています。

「第28回いたばし国際絵本翻訳大賞」
中学生部門の入賞者が決定しました

　区教育委員会では、外国文化に触れ国際理解を育むために、英語
とイタリア語の絵本を日本語に翻訳するコンテスト「いたばし国際
絵本翻訳大賞」を行っております。今回で第28回の開催となり、今
回も全国から応募をいただきました。第７回からは中学生部門（英
語）も加えられ、今年度は418名の中学生が参加しました。
• 最優秀賞　：村前 沙耶 さん（淑徳中学校）
• 優秀翻訳賞：鮫島 裕美子 さん（志村第一中学校）
• 優秀翻訳賞：村上 もも さん（志村第二中学校）
•  優秀翻訳賞：川上 慶眞 さん
　　　　　　　（志村第二中学校）
•  優秀翻訳賞：笠神 万桜 さん
　　　　　　　（日本大学豊山女子中学校）
•  優秀翻訳賞：大森 美果 さん
　　　　　　　（日本大学豊山女子中学校）
　中央図書館において、８月に開催予定のボロ
ーニャ・ブックフェアinいたばし会場で表彰を
行います。

課題絵本「HOME IN THE 
WOODS」

©2019 by Eliza Wheeler

「きみのなまえ」　
あんずゆき／作　

かなざわまゆこ／絵　
佼成出版社

　小学生のみなさんのために「令和４年度みなさんにおすすめした
い本」のリストを作成しました。親しみやすく楽しく読める本です。

問　合 中央図書館ボローニャ絵本係 ☎6281-0560
（第２月曜・月末日休館）

第21回櫻井徳太郎賞
作文・論文を募集します

　私たちの住むまちを、文化や歴史の視点から見つめ直してみませ
んか。櫻井徳太郎賞は、そのような視点から調べた作品を対象とし
て、広く発表する機会を提供し、その中から優秀作を表彰していま
す。小・中学生の作文、高校生の作文や共同研究、および一般の研
究論文を募集します。
●小・中学生の部
▶体裁＝400字詰原稿用紙３～７枚。小学生は400字詰原稿用紙２枚
（800字）から可。
▶申込締切＝令和４年９月５日㈪消印有効
●高校生の部
▶体裁＝個人の作文・小論文（共同研究を含む）は4,000字～16,000字
以内。共同研究については、800字程度で研究の目的と成果をまと
めた要旨をつける。
▶申込締切＝令和４年９月26日㈪消印有効
●一般の部（大学生・大学院生を含む）
▶体裁＝2万字～3万字以内。未発表のものに限ります。
▶申込締切＝令和４年９月26日㈪消印有効
※いずれも本文とは別に、表紙（題名、住所、氏名、生年または学
年・学校名を明記）をつけてください。
●申込＝郵送（簡易書留かレターパック使用）、または、
直接、生涯学習課文化財係（区役所６階⑮窓口、〒173－
8501）まで
　その他申込の注意事項について、必ず区ホームページ
でご確認ください。


